
8月旧盆出荷向けの白色コギク新品種「常陸サマーシルキー」

［要約］
「常 陸サ マーシ ノレ キ ーJ は花色 が白色 で、 切花長がやや短いものの、 分枝数および花

膏数が確保 し や すい頂点咲きである。 開花期 は7月 下旬～8月上旬で、電照栽培にも対
応可能で8月旧盆向けの出荷が可能である。
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1. 背景・ねらい

茨城県のコ ギ ク は、 県内の切 り花出荷 品 目 では産出額が第 1 位、 全国においても栽培

面積が第 2 位、 出荷量が第 3 位の地位にあり 、 重要な花き 品 目 となっている。 生産現場

からは県による 品種育成の要望が高い。 そ こ で、 市場から 求 められている頂点咲きの草
姿で、 本県の主要作型である 物日出荷に対応できる県オ リ ジ ナ ノレ 品種を育成 する。

2. 成果の内容・特徴

1 ）平成16年に「夏ひかりJの自然交配種子の実生47個体から選抜した品種である（図

1）。

2）花色はRHSカラーチャートのNN155Cの白である。 開花時期は7月下旬～8月上

旬で「はじめJよりもわずかに早い。 切花長は「はじめ」よりもやや短く、 切花重は

「はじめJよりも軽い。 節数は「はじめjより少なく、 分校数はやや多い。 花膏数は

「はじめJよりも多く、花径は「はじめ」並である。 フラワーフォーメーションは「はl

じめ」並の頂点咲きである（図1、 表1）。

3）電照栽培により、 12日程度の開花調節が可能である（表2）。

4）現地試験の評価は、 総合的に良～劣である。 葉色がやや淡い、 花色がく すんで見え

るなどの指摘があったが、 「はじ め 」の代替品種として導入したいとの意見があった

。 6名中5名が導入を希望し、 摘心後の芽吹きが良好で、 生育揃いも優れるという評価

を得た（表3） 。

5）市場性評価は定番の色であり新規性に乏しいため花色の評価が低かったが、 花径、
花数、 フラ ワーフォ ー メーシ ョ ン の評価は高 かった （ 表4）。

3. 成果の活用面・留意点
1 ）平成 25 年 4月1 日に品種登録を出願した（出願番号 第28073号）。

2）育成 時の系統番号は「ひたち17号Jおよび「生研22 号Jである。

3）県内全域で栽培できるが、 表1の特性値は笠間市安居におけるものである。

4）種首は、（公社）園芸いばらき振興協会がH26年 7月下旬～9月上旬に受注し、 10

月中旬 ～11月下旬に県内配布予定である 。

5）茎の中位節から分枝することがある。

6）気象条件によっては白さび病の発生が多くなる場合があるので、 管理には注意が必

要である。



4.具備句データ
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図1 コギク「常陸サマーシルキー」

表1 コギク「常陸サマーシノレキーJの特性 （平成23年度、生物工学研究開

品 種
系統

花色
侃耳S）。

開花日
始ー終
伺／日）

切花長
(cm) 

切花重
(g) 

節数
（節）

常陸作ノルト 自(NN155C) 7/31-8/3 76.0 69.6 31.8 

はじめ 白(NN155C) 8/2-8/6 81.6 76.9 37.4 

。RIISカラーチャートによる。aフラワーフォーメーション佑図）

母耕種概要：10X40cmの2条植えマルチ栽培、施肥量N lkg-P205 lkg-ぬ0

lkg/a、定値目41泊、摘心は匙植1週間後、仕立て本教は1株3本

分枝数
（本）

14.0 

8.4 

花普数
（輸

56.4 

34.2 

表2 「常陸サマーシルキーJの電照栽培における生育特性の変化（平成25年度、園芸研究開

電照
無電照

開花目。台一終）

8/3 (8/2～816) 

7/22 (7/20～7/25) 

I）フラワーフォーメーション（右図）

切花長 節数
(cm) 償問
111.9 

89.7 

45.4 

36.0 

2）櫛概要：定植日4124、電照開始は定植直後、 消灯は6/14.,

FFU 

1.7 

1.2 

花径
(c叫

FF2l 

4.2 2.0 

4.1 2.0 

表3 現地誤験におけるコギク「常陸サマーシノレキー」

の生産者評価（平成22、23年度、園芸研究所）

表4 コギク「常陸サマーシノレキー」の市場性間面

（平成22年度、 園芸研究所）

認i四項目 ！温良 亙 普通 劣 極劣 宅仰事自櫛良 良 普通 劣 極劣
収量 ・－ ．．．． fl；色 ．． ．．． 

作りやすさ＊ ．．． ．．． 花径 ． ．．．． 

白さび病＊ ． ．． ．．． 花の形 ．．．． ． 

切花長 ． ・－－ ．． 花数 ． ．．．． 
花色 ．．．． ．． 茎葉の色 ． ．．． ． 
花質 （形 ・大小） ． ．．．．． ボリューム ． ．．． ． 

茎葉色 ．．．． ．． FF1> ． ．．．． 
ボリューム ．．．． ． ． 強合評価 ． ．．． ． 

FF1> ．．． ．． ． 1）フフワーフォーメーション
総合評価 ・－－ ．． ． 

導入希望 有・・・・・ 無・

‘＊生産者による達観評価

5.試験課題名・試験期間・担当研究室

1）本県コギク活性化のためのプランド品種の育成・平成14～平成19年度・生物工学研究所果樹・花

き育種研究室
2）需要拡大のためのコギク新品種の育成・平成20年～平成24年度・生物工学研究所果樹・花き育種

研究室
3）新品種育成普及促進事業・平成20～平成24年度・生物工学研究所 果樹・花き育種研究室

4）新品種育成普及促進事業・平成18年度～・園芸研究所・花き研究室


